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１．はじめに 

RF(Radio Frequency)に代わって、光を用いる
光空間通信では、通信の大容量化を実現可能で
ある一方で、大気揺らぎの影響を無視できない。
安定した通信を確立するため、伝搬過程におけ
る大気影響の補正が課題である[1]。これまで、
高次モードビームの大気揺らぎ影響抑圧効果
に着目し、光フェーズドアレイを用いて生成し
た高次モードビームの大気影響補正効果につ
いてシミュレーションを用いて検討を行って
きた[2]。本報告では当社研究所内で評価を行
った大気伝搬試験の結果よりシミュレーショ
ンの構成を改正し、改正後のシミュレーション
において検討をした光フェーズドアレイ生成
高次モードビームの大気揺らぎ抑圧効果につ
いて報告する。 
 

２．シミュレーション構成の改正 

 受信強度揺らぎの試験結果をもとに、シミュ
レーションの構成の改正を行った。図 2-1に改
正前後のシミュレーション構成と受信強度揺
らぎの比較検討結果を載せる。改正前と比較し
て、受信強度揺らぎの標準偏差の差分が
3.76[dB]改善する結果を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
３．高次モードビームの大気影響抑圧効果検討 

 改正後の構成を用いて、高次モードビームの
大気影響補正効果をシミュレーションにて検
討した。図 2に受信強度揺らぎ標準偏差の計算
結果を示す。結果、Mode4 を送信光に用いた
場合に最も揺らぎの補正効果を得ることが分
かり、Cn2=1.0E-11[m-2/3]において、ガウスビー
ムと比較して 4.5e-3[dB]の変動を補正可能な結
果を得た。 
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図 2: 送信光の種類と受信強度の標準偏差 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1: シミュレーション構成改正前後の受信強度揺らぎの計算結果 

（複数枚のマスクを用いる構成において, 試験結果とより近い計算結果を得た.） 

第80回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2019 北海道大学 札幌キャンパス)21p-E203-2 

© 2019年 応用物理学会 03-656 3.5

mailto:Yabuki.Mana@ce.MitsubishiElectric.co.jp

